




未踏の地への探索と創造の２０年

望月照彦

多摩大学は平成元年に創設された。私も幸いにしてその創設以来の宇宙船多摩

大号の乗組員の片隅を占めることが出来た。なにせ、この未知の宇宙船の乗員トッ

プはドラッカーの日本への紹介者・野田一夫であり、ベンチャービジネス概念の

生みの親・中村秀一郎であるから、すごいことになった。それまでの大学の常識

は全て、社会の非常識であったとして、大々的な大学イノベーションを進めた。

学生諸君は大切な顧客として、大学のサービス産業化を徹底させた。それまで当

然とされていた休講が一切ない大学、多摩大学に不適切と思える学生には肩たた

きをする、地下などにあった学生食堂を最上階の富士山の望める見晴らしのよい

場所に設置し、厨房を一流のレストラン企業に任せるなど、まさに常識を破った

構想を実現させた。「実際、学際、国際」をコンセプトにして、教員も多くの実

務経験者を招聘した。しかし、イノベーションと教育哲学の最大のポイントは、

それまでの研究大学を旨とする日本の大学に、学生の教育を第一義とする教育型

大学という理念を徹底させたことではないだろうか。近年、例えば東京大学のよ

うな一流大学であっても、社会状況を反映したこともあってか、就職率が落ち、

魅力的な学生が少ないといわれだしている。先生方が研究熱心で自らの名を上げ

ることには血道を上げていても、学生たちへの教育には情熱を欠いているという

風潮が、どうも一般論であるがその背景にあるのではないか。むろん、大学の使

命は研究にあるが、次なる時代の人材を輩出する機能を失った国家は、滅亡の道

を歩まざるを得ないであろう。

多摩大学は、当初からこの教育重視の視点を大切にし、実際にことを進めてき

た。その最大のポイントはゼミ教育にあるといっても過言ではない。スタートし

ての２年後、すなわち２年生が生まれた段階で、基礎ゼミを進める提案が教授会

でなされた。３年、４年の本ゼミに先立つ、担当の先生に思い切った構想で進め

る裁量を託された企画だった。私は先の「実際、学際、国際」という大学教学の

――カタライザーとしてのホープムーン・アカデミーの存在意味――
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コンセプトを鑑みて、新たな構想を打ち立てた。会社という組織も、グループで

の共同作業も、プレゼンテーションいうこともまったく訳も分からない学生たち

に向かって、私は高々と宣言した。

「望月ゼミは、先生が教壇に立つのではなく、諸君にそこに立ってもらう。そ

のためには、①ゼミ生諸君でチームを作り、会社を設立する。②その会社に、社

会で活躍する起業家や先生が仕事を発注する。③学生会社のメンバーは、その発

注課題に対して知恵を集め議論し、企画立案を創り上げる。④各会社は、コンペ

方式でその企画立案書を基に、プレゼンテーションを行う。⑤その提案を、厳格

な望月ゼミ式評価表で評価し、優勝企業からびりっけつ会社まで明らかにする。

（優勝企業には、発注・出題した起業家からそれぞれの商品等の表彰が行われ

る）」という宣言であり、学生たちへの提案である。

最初のその提案を聞いて、望月ゼミに入ろうと思って集ってきた学生たちは、

騒然とした。無理もないことで、会社とは何か、発注とは何か、組織で思考し、

企画をまとめるということは何か、皆目経験も理解もない学生たちには雲をも掴

むような話であったであろう。その覚悟はあるかと問い詰めると、教室を埋めて

いた学生たちの多くがぞろぞろと退室をしていった。ゼミとは、原書購読や有名

経済学者の本をテキストにして議論するといったようなイメージを持っていた彼

らには、望月ゼミ方式の発想は、異次元の話であったのかもしれない。

しかし、教室には１０名程度の学生が残っていた。

私は早速彼らに、来週まで①この残ったメンバーで、気の合いそうな仲間を作

り、会社を設立すること。②会社は、名前（企業名は会社の運命を左右する大切

な最初の決定事項）を付け、組織を考え、役職を決めること（役職名は既存のも

のにこだわらない）。③会社の社会的使命・哲学、役割を明示すること。④来週

早速、各企業のプレゼンター役に企業プレゼンテーションを行ってもらう、と初

の発注を行った。

また、教室は騒然としたが、今度は明らかに明確な意思を持った騒がしさに、

私には思えた。

こうして、望月ゼミが始動することとなった。平成２年のことである。

私自身にとっても、手探りのゼミ教育であったが、明確な教育目的と効果への

期待があった。それらは、①自分の頭で考える力を付ける。②個人の個性を生か

しながら、組織で考えまとめる力を生み出す。③現在社会で起こっている現象や

課題を、身近に考える機会を捉える。（社会で活躍している起業家に発注しても

らうことで、具体的な問題に触れることが出来る）。④大学の教科書で学ぶので

はなく、現実の課題が教科書となり、より実際に即した勉強を自ら行う意思を持

つ。⑤組織で問題解決に当たることで、組織内の規律や、目上の社会人と接する

上での礼節を学ぶことになる。

こういった教育効果を実際に検証しながら、望月ゼミのチャレンジは展開して

いった。次の年には、評判を聞きつけて大勢の応募者があった。基礎ゼミは最初

は１年間であったが、２年間に広がった。さらに本ゼミを私自身が引き受けるこ
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とになり、ゼミに入った学生を、都合３年間の面倒を見る機会が生み出された。

そこでさらに私が考えたのは、歴史のない多摩大学にとって大切なことは、先輩

後輩の繋がりをしっかりと生み出すことであった。普通のゼミ教育は、学年別の

学力の差異があるから、別々に行うのが建前であるが、この発注課題は学年が混

合してチームを作ったり、先輩がメンターとなって新しい課題を指導したりする

という有機的な組織を前提にしたゼミ運営を実践することになった。

こういった考え方が、実際に大きな効力を発揮するのは、夏休みの合宿である。

この合宿は、課題を抱えている地域を選び、その地域に乗り込んでフィールドワー

クを行い、問題解決や新たな地域経営の提案を、地元の市民や自治体に直接行う。

日頃の、会社設立による企画提案、プレゼンという訓練が、大いに実行力を発揮

させることが出来る貴重な機会である。これまでに、足利市、桐生市、小布施町、

江南町、栃木市、三浦市、鎌倉・逗子などを対象に、実践を積み重ねてきた。

これらのゼミ教育は、試行錯誤の連続であったが、２０年に及ぶ経緯の中で、

現在の段階でも一定の成果を生み出していると、私は確信している。それは、ゼ

ミＯＢたちの社会でのそれぞれの活躍を見れば自明のことである。そして、いま

や望月ゼミＯＢを中心にして、自己組織的な一大トライアルが生まれようとして

いる。本年度が、多摩大学の２０周年に当たるが、その２０周年を通して生み出

されたＯＢの各学年の代表者たちが、新たなフレキシブルなネットワークを作ろ

うとしているのである。望月ゼミが生まれた頃から、こういった教育方式が、有

機的な仲間作りに寄与してきたのであろう。卒業後も、その実験的、暫定的に作

られた会社が、逆に現実の会社組織を超えて、永続的に生きているのである。す

なわち、大学を卒業して社会で実働している会社に入っても、大学時代に創り上

げたゼミ組織がより強力な心のアイデンティティを持続させる重要な存在になっ

ているのである。

これらの繋がりは、例えばネットコミュニティのようなものよりも、より強力

なアイデンティティを持つものとなっているのである。組織論としても、単純な

同窓会などを超えた意味性を持つものとなろう。したがって、今回の２０周年に

創られた「ホープムーン・アカデミー」という組織に、大きな期待が込められて

いるが、これから一体どうなっていくのか、思わぬ方向に成長していくのか、あ

るいは消滅してしまうのか、分からない。この不可思議な組織に、進化し同時に

混迷する社会での新たな役割を期待する以外にないのである。

２０年の大学教育を振り返ってみると、私は、ゼミ教育の中心にいたのではな

い。あくまでも、ゼミ生たちの媒体として存在していたのだと思う。そしてすで

に、その媒体がなくても、大きく成長しているＯＢたちがいる。

彼らが、混迷する日本社会の中で、あのかつてはつらつと学生時代に問題解決

のプレゼンテーションをしてくれたように、社会の中で実際に次々提案や解決策

を提示し、行動してくれることを願っている。そして、彼らがそのアクティブな

行動を起こしてくれる拠点として、このホープムーン・アカデミーそのものが、

重要な社会的カタライザー（触媒）になることが、私の切なる希望かもしれない。
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多摩大学が創立して、20年。

そして望月ゼミも、20周年を迎えました。

時代の変化に敏感な多摩大学は、小さいメリットを生かしたユニークな経営方針で、大学教育のトッ

プランナーとして、常に社会に問題提議をしてまいりました。

そんな若い多摩大学において、唯一 20年間ゼミを続けてきたのは、おそらく望月ゼミしかありま

せん。これは「多摩大プライド」をもって、積極的に新しい文化を脈々と形成してきた伝統だと、自

負してもよろしいのではないでしょうか？

それは、時代の変化を瞬時に嗅ぎ取り、常に半歩先を行こうとする望月照彦教授の「本能的なセン

ス」と、それを面白いと感じ全力を注いだ学生たちの「若い好奇心」と、それを応援して下さった審

査員や発注者の方々の「暖かい支援」との、絶妙なコラボレーションで実現したのだと思うと、今さ

らながら、感謝と感動の思いで、胸が熱くなります。

繰り返すまでも無く、この望月ゼミは「実社会からの発注を想定して、立案した企画を、プレゼン

テーションする」という斬新なスタイルを貫いてきました。時には実社会では思いつかないようなユ

ニークなアイディアやパフォーマンスが登場しましたが、私はここに学ぶ面白さ、つまり「教育の真

髄」があるように思います。なぜなら、偏差値教育に代表される詰め込み型教育や、知識修練が難し

かったゆとり教育から取りこぼされてしまった「創造する面白さ」を、リアリティをもって体感でき

るからです。

言い換えれば「自分が社会に何をプレゼンテーションしたいのか？」を考える教育であり、結果的

にそれは自らの生き方を探すこと、つまり「自己実現」につながると、私は強く感じます。なぜなら、

ありきたりの就職活動をして、平凡なサラリーマンになるのではなく、自分の能力と個性を存分に発

揮できる人生を、自ら作り出せる構想力と行動力が身に付いたと、自らの体験をもって証明できるか

らです。私はこれを望月ゼミのプライド＝「モチゼミ・プライド」と命名し、一生心に刻み込みたい

と思います。

ところで、この度の 20周年では、40代の大先輩から 10代の現役学生までが手を取り合い、3本

の記念事業を行って参りました。それは① 20周年記念誌（本書）の発行、②記念祝賀会の開催（2009

年 10 月 17日品川にて）、③OB会「ホープムーンアカデミー」の新体制の確立です。

会員が 360 名になる現在、今後もこの勢いを大事にし、会員同士がお互いの向上につながるよう

な、自由で・創造的で・刺激的な、望月ゼミらしい同窓会を運営してまいりたいと思います。

どうぞ、よろしくお願いいたします。

2009 年 10 月 17日　

ホープムーンアカデミー代表挨拶　白倉正子

白倉正子4期生

ホープムーンアカデミー代表

望月ゼミ 20周年記念事業に際して
～「モチゼミ・プライド」は自己実現そのものである～
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年度 入ゼ
ミ 在籍次期 基礎／本ゼミ OB 会 合宿 文化祭 学長 多摩大学史 / 備考

1989 平成元年 1 期
2

野田一夫 多摩大学開学、総合研究所開設

1990 平成２年 2 期
3

基礎ゼミ（1 年次） 野田一夫

1991 平成３年 3 期
4

基礎ゼミ（1、2 年次） 野田一夫

1992 平成４年 4 期 基礎ゼミ（1、2 年次） 野田一夫 後藤久美子（当時のアイドル）と同
期

1993 平成５年
5

基礎ゼミ（2 年次） プレゼン大会（小田急を救え !?） 野田一夫

1994 平成６年 5 期
6

基礎ゼミ（2 年次） 大学祭記念オープンプレゼ大会 ( 都市の牧神たち
は、” にらいかない ” に漂着できるか ) 野田一夫 大学院修士課程設置

1995 平成７年 6 期
7

基礎ゼミ（2 年次） 坂本竜馬がパーソナルメディアを持つとしたら  学
園祭オープンプレゼン大会

中 村 秀 一 郎 ／
グ レ ゴ リ ー ク
ラーク

経営基礎・情報基礎の授業開始

1996 平成８年 7 期
8

基礎ゼミ（2 年次） サステーナブル・コミュニティ（自給自足の社会） グ レ ゴ リ ー ク
ラーク

1997 平成９年 8 期
9

基礎ゼミ（2 年次） 世界にはばたく、” ヤング・アントレプレナー ” を
生み出す多摩大学のスーパーシステムを提案する

グ レ ゴ リ ー ク
ラーク

1998 平成１０年 9 期
10

本ゼミ（2 年次） グ レ ゴ リ ー ク
ラーク

1999 平成１１年 10 期
11

本ゼミ（2、3 年次）
第 12 回多摩大学雲雀祭２･ ３年共同企画

「多摩大学ファイトクラブ！
　　　　　　　　～１万円で利益をあげる会社～」

グ レ ゴ リ ー ク
ラーク

2000 平成１２年 11 期
12

本ゼミ（2 ～ 4 年次） グ レ ゴ リ ー ク
ラーク

2001 平成１３年 12 期
13

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 足利 プレゼンテーション大会
「多摩大を活性化するには」

グ レ ゴ リ ー ク
ラーク
／中谷巌

渋谷マークシティ WEST17 階にル
ネッサンスセンター開設

2002 平成１４年 13 期
14

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 1 回渋谷 足利・桐生 プレゼンテーション学会 / 模擬店 中谷巌 自己発見、イングリッシュシャワー
開始

2003 平成１５年 14 期
15

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 2 回渋谷 小布施 市村社長講演会 中谷巌

2004 平成１６年 15 期
16

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 3 回品川 野田 ゼミ対抗プレゼン（望月ゼミ優勝）
望月ゼミが生み出した若き起業家群像 中谷巌 品川インターシティ A 棟 27 階にル

ネッサンスセンター移転

2005 平成１７年 16 期
17

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 4 回品川 笠間 
栃木（栃木市）自主製作映画ゴットパピー上映 中谷巌

2006 平成１８年 17 期
18

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 5 回品川 埼玉（江南町）ショートフィルム上映 中谷巌 経営情報学部マネジメントデザイン
学科新設

2007 平成１９年 18 期
19

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 6 回品川 栃木 
（那須烏山） ファッションショー 中谷巌

2008 平成２０年 19 期
20

本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 7 回多摩 三浦 野田一夫
（代行）

2009 平成２１年 20 期 本ゼミ（2 ～ 4 年次） 第 8 回多摩 湘南 湘南ブランド 寺島実郎

History of HMA ／ 20 年の軌跡
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多摩大学におけるベンチャー教育の一つの試み：カレッジ・イノキュレーション私論
＜出典＞経営・情報研究 No.1（1997）　多摩大学研究紀要

地域や都市に新しい経営感覚を
＜出典＞建築雑誌　Vol.106　No.1308  1991 年 1 月号

「地域コミュニティを支える大学とヒューマンネットワーク」――大学発・社会起業
家の苗床づくりをめざして――
＜初出＞中央評論　No.257 2006 年 10 月

「明日に輝く多摩大学への提言」
2008 年 11 月 17 日執筆

多摩大大学院販促戦略「創造起業家は生まれるか」ネクストソサエティのクリエーティ
ブクラスづくり
2009 年 3 月 10 日執筆

多摩大学部販促戦略「人間創造大学をめざして」ネクストソサエティのクリエーティ
ブクラスづくり
2009 年 3 月 10 日執筆

論文リスト
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① “どんぐりパン ”とのコラボレーション
「ボッ、ボクたちの施設は、障害を持つボクた
ちのパン作りの工場です。ボクたちが自立できる
ように、お父さんやお母さんがお金を出し合って
作った工場です。最初はパン作りを結構難しいと
思っていたのですが、最近は楽しくて仕方ありま
せん。・・・・・・・」　１０１教室の教壇に、今
日は一人のちょっと緊張した面持ちの青年が立っ
ている。望月ゼミのゼミ生たち３０人あまりが、
この青年のプレゼンテーションを聞いている。
「ちょっと、お涙頂戴すぎるのでは――」、「も
う少し、慌てずにゆっくりしゃべったほうが聞き
やすいよ」、「なぜ、新しい事業に挑戦するのか、
ビジネスモデルの説明が大切だ」などと、たくさ
んの意見や注文が出る。「それでは、もう一度やっ
てみましょうか」、コーディネーター役の大川新
人講師が司会する。
多摩大学は、多摩市の聖ヶ丘という丘陵地に
立っている。その丘陵を少し下がったところに知
的障害者たちのパン工場・どんぐりパンがある。
代表の岩崎孝枝さんお子さんのひとりが知的障害
を持って生まれた。この子供が施設にお世話にな
るだけでなく、なんとか自立できる道はないのか、
障害者を持つ父兄の誰もが考える問題である。多
摩市の域内だけでも多くの同じような子供を抱え
る家族がいることを、岩崎さんは知った。持ち前
の行動力で、これら家族がネットワークを組んで、
資金集めし施設を作ることを考える。知的障害者
通所授産施設・どんぐりパンの工場はそんな経緯
で出来上がった。
どんぐりパンが、今度ある福祉関連企業の主催
する活動資金助成選考会に応募することになった。
園生の一人が、その助成金をベースに進める事業
の中身をプレゼンテーションすることになった。
むろん、そんな事業説明など、園生の誰もが経験
したことがない。どんぐりパンと望月ゼミの関係
が以前から続いていた。多摩大学大学院を卒業し
た大川先生が、このどんぐりパンの経営の相談に

乗っていたのだ。大川先生は、多摩大学の学部で
非常勤講師を勤めながら、望月ゼミの顧問格であ
る。その大川先生がアイディアを閃かせた。活動
資金獲得の園生プレゼンを、望月ゼミのゼミ生た
ちに聞いてもらいリハーサルを行う、というアイ
ディアだ。何しろ望月ゼミは、大学内でもそういっ
たプレゼン技術を学ぶゼミとしては、名を轟かせ
ている。ゼミに入ると、まずゼミ生は数名で起業
をすることになる。ゼミ内会社を設立するわけだ。
ゼミでは原書講読などのようなスタテックなこと
はやらない。ゼミ活動の多くが現実の社会に対応
した問題解決や、事業モデル提起などが、そのゼ
ミ生がつくる会社単位に課せられる。「多摩市で、
地域問題解決型コミュニティビジネスをモデル化
せよ」「多摩市を２１世紀型観光都市にするため
の戦略立案」「稲城市の、エコタウン事業のビジ
ネスモデルとは」といった発注が、これらのゼミ
生企業に１月から２月の期間で矢継ぎ早に出され
る。そして、そのつど事業構想プレゼンが行われ、
ゼミが編み出した事業評価表を使い外部から招い
た専門家などから厳しく審査される。事業構想力
と事業プレゼン力は、いやおうなく身に付くこと
になる。
大川先生はそこに目をつけ、どんぐりパンの園
生のプレゼン指南をゼミで行うことにしたのだ。
「木々の間を抜けて、美味しそうなパンの香り
が漂ってきます。それは幸せ色の香りです。僕た
ちは、もっともっとたくさんの幸せ色の香りを社
会に流していきたいのです。――――」青年の
プレゼンがしっかりと、１０１教室に満ちている。
ゼミ生たちの拍手が教室の外にも溢れている。

②ココファーム体験
　ゼミ生たちの、地域のハンディを持った子供
たち、青年たちを支えコラボレートする気持ちは、
一朝一夕に生まれたわけではない。
望月ゼミの夏合宿は、社会体験や社会貢献を大
きな柱にしている。どんぐりパンのプレゼン練習

地域コミュニティを支える大学とヒューマンネットワーク」
――大学発・社会起業家の苗床づくりをめざして――
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会を行った前々年と前年の２年続きで、ゼミ合宿
は栃木県の足利の山奥にあるココファームという
知的障害の子供たちが営む施設で行った。
この施設は、川田昇先生という戦後すぐに中学
校の特殊学級の教師をしていた方が開いたもの
だ。川田先生は１９２０年生まれ、すでに８０歳
の半ばを越えているが今でも園生たちに混じって
ファーム（農園）で体を動かしている。戦後すぐ
に小学校や中学に通った私にも経験があるが、当
時は一学年のクラス数が多かった。その最後の
学級は、知的障害などのハンディをもった子供た
ちのクラスだった。師範学校を卒業した川田先生
は、期待に燃えて中学に教師になるが、担任させ
られたのがその特殊学級だった。しかし、しばら
く彼らと過ごすと、その障害を持つ子供たちの純
真な気持ちにどんどん引かれていく。川田先生は
学級を持った喜びを噛締めていたのであるが、大
きな社会の壁にぶつかる。卒業した彼らが、再び
先生のところに駆け込んでくる。「先生、社長に
明日から会社に来なくていいといわれた」「先生、
私の仕事机が取られてしまった」。こんな心根の
いい子供たちをなぜ社会は受け入れることができ
ないのか、先生は歯軋りをする。とうとう意を決
して、先生は先祖からの田畑を売り払い、足利の
山里に７，５ヘクタールの荒野を購入する。昭和
３０年代の初め、園生３０人、職員９人で私立「こ
ころみ学園」を開設、荒れた急斜面の山林の開墾
に挑戦。しかし、その急斜面の開墾作業を見た親
たちは、強制労働だと騒ぎ出した。それには川
田先生たちが戦後すぐから研究しだした「作業学
習」という考え方が背景にあったのだ。困難を何
度も乗り越え、昭和５５年に社会福祉法人に「こ
ころみ学園」が認定される。しかし、経営は相変
わらず苦しい。先生を糾弾した父兄たちが、学園
の成果を評価し新たな子供たちが自立できる事業
をサポート。今でいうコミュニティビジネスとし
ての「ココファーム」という名前のワイナリーを
立ち上げた。荒地だった西南斜面の畑は、ブドウ
栽培に最適だったのだ。障害者の子供たちも、冬
の寒い時期は鼻水を垂らし、夏の暑い時期は汗を
垂らし、必死で働いた。アメリカから、ブルース
さんという醸造技術者もやってきて、ワイナリー
を技術的に支えた。困難を乗り越えた甲斐があっ

て、沖縄の世界首脳サミットでは、晩餐会の最初
の乾杯のためのワインに採用された。当初、迷惑
施設だと考えていた足利市民からも、コミュニ
ティファンドが提供され、秋の収穫祭には関東一
円から２日間で２万人のファンが押し寄せるまで
になった。この子供たちと同じ気持ちを体験させ
たい、それが私のゼミの夏合宿の狙いであった。
僅かな料金を支払うと、園生と同じ宿舎で寝泊
りできる。ゼミ生にはハンディを持った子供たち
と同じ視線で交流できる貴重な体験だ。それらが、
次の日の事業プレゼン、例えば「園生が主体なっ
たコミュニティレストラン経営」「園生がコーディ
ネーターとなる草刈十字軍構想」などというビジ
ネスアイディアとして提出される。
この「こころみ学園」での体験が、一人のゼミ
生に大きな人生をプレゼントする。決まりかけて
いた就職先を断って、卒業後１年間この学園で働
いた。将来、社会福祉施設の経営をテーマにして
の事だ。彼はまだ勉強中であるが、全国にこころ
み学園の哲学を広め、実践する担い手になってく
れるに違いない。

③地域への優しいまなざしと挑戦
どんぐりパンの青年は、福祉関連企業の事業コ
ンペプレゼンで、落ち着いて自分たちの次なる事
業企画を発表した。並み居るプレゼンターの中で
も、審査員に大きな感動を与えたであろう。優勝
こそ逃したが、堂々２位入賞。賞金の事業ファン
ドを獲得した。この資金によって、パン作りだけ
でなく “ さをり織り ” と呼ばれる園生の手による
ファッション事業も充実したものになるだろう。
ココファームでの合宿体験などが、ゼミ生に少
しずつ社会への優しい視点と、事業への強靭な構
想力、実践力を着実に与えてくれている。
彼らの中で、大学を卒業した後でも、地域に残っ
て大学で学んだコミュニティビジネスや社会起業
の実践を進めてくれる人間も現れてきた。中田将
来君はその有力な一人だ。もともと学生時代か
らベンチャー起業家志望だった彼は、早くからア
メリカのシリコンバレーかオースチンでの起業を
夢としていた。ビル・ゲイツやマイケル・デルが
彼の目標だった。しかし、その彼が卒業後選んだ
道は、金融資本主義の道ではなく「地域文化志本
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主義」の道だった。卒業した彼が最初のオフィス
にしたのは多摩の住宅公団の空き店舗だった。事
業にしたのは、高齢化した多摩ニュータウンに暮
らす人々の「ハッピーエンジニアリング事業」で
ある。ハッピーエンジニアリング事業とは、人々
が幸せに暮らすことのできる生活支援や環境支援
を行うことである。例えば、老夫婦の不要になっ
た家財道具を撮影してネットで発表する生活オー
クションシステムの開発業務や、団地の高層階に
すむおばあちゃんの買い物代行やお掃除ケアなど、
それぞれの人々が持つ多様な生活問題解決（エン
ジニアリング）が彼の会社のビジネスである。
彼の起業に当たっては、多摩大学の数名の先生
方、仲間たちが出資した。まだ、配当するところ
まではいっていないが、彼の志が強く継続し社会
企業家として成長してくれることが、何よりの私
を含めた先生方や仲間への配当になろう。
もう一人、望月ゼミ出身で白倉正子君という女
性起業家がいる。彼女は今、アン “ トイレ ” プレ
ナー（アントレプレナーをもじった）として有
名になっている。学生時代、町を歩いていて何気
なく公衆トイレを使用して、そのあまりの汚さに
衝撃を受けた。町のトイレを少しでも綺麗にしよ
う、彼女は心からそう思ったという。ボランティ
アでトイレ掃除をするという手も当然考えること
である。しかし、経営学を学び、望月ゼミでビジ
ネスモデルづくりを厳しく練磨された彼女は、そ
のトイレ美化をビジネスとして考えることになっ
たのだ。例えば、彼女の友人の長谷川岳氏が主催
する札幌で毎年６月に開かれる「よさこいソーラ
ン祭り」には、２００万人以上の観光客が訪れる。
そのお客様が祭りを十分に堪能できる環境の最大
の条件は、「トイレにあり（特に女性は）」という。
そのトイレ整備の総合コ―ディネーターが彼女の
役である。こういったビジネスニーズは大きな都
市イベントや野外イベントでは事欠かない。『私、
トイレで起業しました』という彼女の書いた本が、
秘かに女性たちの隠れたベストセラーになってい
るのもうなずける。2児を抱えたママさん企業家
の社会改良ビジネスは今後も快進撃をしていくに
違いない。
在学中でも、面白い事業を仕掛ける人間に望月
ゼミは事欠かない。鴨川美紀君は大の宮崎駿ファ

ンである。スタジオジブリの作品は全て見ている。
その中でも、もう５０回も見たという『耳をすま
せば』という作品は、この多摩丘陵が舞台であ
る。昨年の平成 17 年はその作品が創られて 10
周年、それを記念したイベントをやろうと考えた。
スタジオジブリに交渉し、『耳をすませば』のオ
リジナルフィルムも借りられることになった。多
摩市の公民館を借りて上映会を開き、映画の中の
モデルとなったと思えるシーン現場のツアーも企
画した。夏の終わりの開催日、大勢のジブリファ
ンが集まって映画上映を支え、ツアーに参加した。
鴨川君はいう。「多摩市は、多摩市民だけでなく、
都会に暮らす人々の心の故郷なんです。多摩大学
で過ごしてきた私にも故郷なのです。それらの一
人ひとりが大切にする町を、この映画を通して確
認したい、創りたい、そして町の美しさを保ち続
けることを誇りにしたいのです」
今後も、地域社会を支える社会企業家のシーズ
ベッド（苗床）の役割を、望月ゼミは担い続けて
いきたい。

④大学が地域に果す役割
例えば、テキサス大学のオースチン校のコズメ
ツキー教授が率いる IC スクエアド研究所のよう
に、地域の有力企業や起業家とネットワークを組
んで、デルコンピューターのような世界企業を生
み出すことも大切な大学の役割であろう。しかし、
多摩大学のコミュニティビジネス研究センターの
ように、多摩市や稲城市とアライアンスを組んで
毎年 10名ほどのコミュニティビジネスを生み出
す市民起業家を育てることも地域から求められる
役割である。
テキサス大学やスタンフォード大学のように、
世界的な人材育成を進めることが大きな私の夢で
もあるが（中田君にも、白倉君に、鴨川君にも頑
張ってもらいたいが）、これからの大学の重要な
役割は、「多摩大学があったからこそ幸せな地域
社会・コミュニティが形成されている」というこ
とを市民から評価される大学の存在意味・役割を
創造することである。大学とは、それぞれの道の
専門家が集まった知の組織であり、それらを社会
化する能力を持った集団である。60 校以上の大
学を所有する多摩地域が、幸せのコミュニティモ
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デルを世界に誇示できるそのための努力を、大
学人である私は今後も微力ながら推し進めてい
きたいと願っている。
最後に、昨年私がボランティアでやった稲城
市の行革監理委員会での最終提案である『幸せ
な稲城市民のためのビタミン・イナギタミン
１０C』を提示したい。9人の稲城市民委員と
多摩大学が協力して、地域元気の素・１０のビ
タミン Cを提案した。行政改革は、普通どう
しても「減らす・無くす行革」になる。しかし、
発想を１８０度変えて「創る・生みだす行革」
を構想した。これらの提案や実践をサポートす
るのもこれからの大学の重要な役割だと思う。

「提案・イナギタミン１０Ｃ」

①稲城市が目指す都市のイメージ、方向（市
民はどんな都市を望んでいるのか）　
市民の豊かさ、幸せを創造する都市・稲城
　
②第３次行革のテーマ
　減らす・無くす行革から、創る、生みだす
行革へ

③第３次行革の実践課題・手法（委員会のメ
ンバーの発言から１０のＣをキーワードにして
まとめる
――稲城元気の元・イナギタミン１０Ｃ）
１　市民・行政・企業間のより良いコミュニ
ケーションが図られる都市（北川）
―良好な意思疎通は、時間や無駄を減少させ
る
２　市民・行政・企業間の得意技を繋げるコ
ラボレーション都市（小林）
――官民の優位点の協働で、新事業を生み出

しコスト減を図る
３　お年寄りが稲城ライフを楽しみ、幸せに
思うコンフォタブル都市（末松）
――高齢者の生き生き人生で、コストのかか
らない快適社会を実現
４　より良い暮らしを市民視点、市民主導で
生活コーディネート都市へ（高橋）
――行政サービスも、市民活動も無駄の無い

差配で合理的に
５　行政施策・サービスも、タイムリーなコ

ンファレンスから立ち上がる（戸谷）
――タウンミーティング（話し合い）が、ニー
ズを汲み上げ合理的な事業を
６　行政のコーポレート感覚の経営センスで、
付加価値の高い政策を（三輪）
――役所が企業経営に学んで、無理・無駄・

無能からの決別を
７　より高いサービス、より高い収益は正当
なコンペティション社会から（川上）
――政策や事業は、合理的競争に打ち勝つセ
クターが担当する
８　市民が政策に求めている基本は、行政・
市民のコモンセンスである（河東）
――市民と行政の共通認識（常識）こそが、

都市経営の基盤である　　
９　個性的な地域、個性的な文、それらが凝
縮してコンパクト都市となる（藤森）
――よそには無い凝縮されたまちづくりで、

地域の誇りと利益を
１０　地域の課題に創造的に対応する、それ
が２１世紀のクリエーティブ都市（望月）
――市民も行政も、課題を創造の資源にする
創造都市の時代
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提言１「クリエーティブエコノミー」の時代の創
造階級を生み出す

１１月１３日、奈良市で「クリエーディブシティ（創造

都市）会議」が行われた。「伝統から創造へ」をタイトル

に日本ファッション協会と奈良市の共催である。キーワー

ドは「クリエーティブエコノミー」「クリエーティブキャ

ピタル」「クリエーティブクラス」である。アメリカの肥

大化し恐慌の引き金となる金融資本主義を超える創造資本

主義の時代を求め、熱い議論が展開された。私たち多摩大

学ではほとんど聞くことのできない議論であった。

かつて多摩大学は、「ニュービジネス」「ベンチャービジ

ネス」のメッカとして一世を風靡した。しかし、今や多摩

大学から新たな時代の風は吹くことはない。

しかし、多摩大学の卒業生や学生たちは違う。例えば平

成１６年卒の矢部智也君。大手の印刷会社ではなく、小さ

な会社を選んだ。印刷会社もコンペの時代。入社２年目で

志願して外務省の海外投票のポスターコンペにエントリー

した。基本コンセプトからデザイン、コピーをコーディネー

トし、見事にこの企業始まって以来の勝者に。矢部君は小

さな企業で存分に自分の創造能力を発揮したかった。多摩

大で培った創造手法を資本に、クリエーティブ階級に参入

し、会社を引っ張る。彼を社長賞が待っていた。（資料１）

長岡雅裕、卒業３年目。原宿の古着屋で学生時代からバ

イトをし、昨年父親から５００万円の投資を受けて独立。

裏原宿のマンションで開業。コンセプトは「ＦＵＬＬ着屋」。

長岡君の店に行けば、あらゆる種類のファッションでフル

セットのスタイルが揃う。若者たちのファッションビジネ

スリーダとして、また時代のカリスマとして絶大な人気だ。

底なしの株価凋落を他所に、親父には、驚くような配当が

用意されている。

大学は遅れているが、多摩大ＯＢは創造資本を駆使し、

新たな創造階級の担い手となっている。これら先輩たちに

刺激され、現役生もがんばる。平岡知夏、３年生。この夏、

早稲田、慶応の学生に交じってトイザらスでインターシッ

プを経験。＜社内コミュニケーションの円滑化＞をテーマ

にプレゼン競争があった。日頃、事業企画のプレゼンでは

しごかれている平岡さん、難なく企画をまとめると、有名

大学の学生たちを尻目にトップでプレゼンを行った。見学

に来ていた本社の役員は、多摩大学ではいったいどんなエ

クセレントな教育をしているのかと驚いた。

これらの話は、残念ながら一部の事例。しかし現実に頑

張っている学生はちゃんと存在する。大学の責任は、社会

に一流の創造人間として通用するヒューマン・クリエー

ティブキャピタルを生み出すこと。徹底した企画創造力を

持つ創造階級を目指す学生を多摩大学から創出すること、

大学生き残りの要諦１である。

提言２構想する知の群れへ
１１月１４日は、鹿児島市に全国から１２００人が集

まった。日本商工会議所主催の「全国観光振興大会ＩＮ鹿

児島」の大会である。商工会議所は地域の中小企業の組織

であるが、３回で終わるはずの観光振興大会は今回で４回

となった。観光庁が発足し、国の「観光立国」戦略は走り

出したが、地域の観光産業の地域経済に与える影響に期待

する声は大きい。

野田一夫先生は、日本で最初に立教大学に観光産業関連

の講座を創設し、いわば観光産業創造の草分けであるが、

多摩大学にはその観光に関するコースも事業も全くない。

しかし、グローバル経済も中小企業経済も大切であるが、

観光地域経済も今後の日本の未来と地域自立を支える重要

な経営課題である。この観光産業経営の研究と企画は、多

摩大の中では唯一望月ゼミで、細々と行われているのみで

ある。しかし、この細々とした研究実践が、夏休みのゼミ

合宿などを通して実のところ多摩大学の名前を多少なりと

も全国に知らしめるツールとなっている。多少大げさに言

えば、夏合宿のシリーズで行っている現地踏査と地域提案

が、このところ地域側で招へいの動きも出てきて、多摩大

学には観光学科が存在するという錯覚を持たれているとこ

ろがあるようだ。

今年の夏は、三浦市で半島観光戦略の提案が、市長、副

市長をゲストに行われた。海洋資源の保全と活用をテーマ

にしたエコツーリズム、世界半島会議などの提案が行われ、

プレゼン参加者を大いに感動させた。前年は栃木県の那須

烏山市で伝統の祭りを背景に、世界伝統演劇祭の提案など、

これまた地元の人々に大きな勇気を与えた。すでに小布施

町や足利市での合宿提案は、学生たちを「構想する知の群

れ」としてダイナミックな構想集団のメソッド確立の基盤

「明日に輝く多摩大学への提言」
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となっている。（資料２）

多摩大学の学生は、野に出、街に入り、野生の思考を存

分に発揮する野性人たる教育の機会を持つ、構想する知の

群れたることが要諦の２番目である。

提言３国の未来に発言する大学院生たち
観光庁発足にともない、社会経済生産性本部が中心と

なって「観光地域経営フォーラム」がこの春に発足した。

「観光立国」を目標とする観光産業を、国家を引っ張り続

けてきた自動車産業などに代わる新たな次代産業と位置づ

け、その品質を世界レベルに創造する役割を標榜する。Ｊ

ＴＢのような日本を代表する旅行会社やＡＮＡ、ＪＲ東海、

電通、博報堂さらにはオリエンタルランドなど２１世紀型

産業を支える企業が３００社、全国の県から市町村のほと

んどが会員として参画した。観光産業を、次代の国家産業

にしていこうという意気込みが地方からも伝わってくる

が、４人の代表幹事が運営に当たる。麻生渡（福岡県知事）、

須田寛（ＪＲ東海相談役）、福川伸次（元電通会長）、そし

て私（望月照彦）が代表幹事である。（資料３）

このフォーラムの主だった研究立案テーマは、「観光地

域経営ビジネスモデル」の確立である。すなわち、これま

での旅館やホテル、あるいはレジャー施設の経営モデルづ

くりに留まらない、観光地域の全体にわたる経営ビジネス

モデル創造である。

２１世紀型産業は、多資源消費型から資源保全型の産業

にシフトせざるを得ないであろう。その時、多くの国々が

「観光・ツーリズム産業」を主な柱に据えるであろう。国

際的な競争環境の中で、生き残りをかけるためのポイント

は、地域観光の戦略的ビジネスモデルの創造と確立である。

この、困難なそして魅力的な課題解決をどう図っていった

らよいのだろうか。この「観光地域ビジネスモデル委員会」

を任された私の頭の中には、多摩大学の意気のよい大学院

生の姿が浮かんだ。

現在、１０名を越える院生が、全国の観光地域ビジネス

モデル創造のために参画をし、立案事業に携わっている。

彼らの斬新な構想・アイディアが、日本の地域観光・経済

の未来に大きな影響を与えよう。

「書を捨て、街に出よ」は、詩人・寺山修二の言葉であ

るが、大学院生にとって人生における最大の書物は、現実

のフィールドにある。社会に役に立つ思念の練磨こそ、多

摩大学院生の要諦となろう。無論、学部生にとっても大切

なことであるが、これが３番目の要諦である。

提言４ホーリスティックな思考と編集の能力を

経済理論からマーケッティング、経営戦略理論、先端的

知識経営理論、図解論など、実に鋭利な講義が多摩大学で

も行われている。しかし問題はそれらが総合的に編集され、

実践に生かされる場面、経験のドラマが極めて少ないよう

に思われる。現在に試みられているＥＸゼミのようなもの

がさらに具体的に展開されてくることが期待される。

望月ゼミの試みは、開学以来この視点、＜ホーリスティッ

クな思考と編集能力の練磨＞を目指して行われてきた。ゼ

ミ生は、学年の区別なくゼミに入ると会社を創る。その学

生企業に、現在の社会が抱えている問題が発注書となって

提示される。各企業は、その課題の問題解決と、立案企画

をするために、提案コンペに参加しプレゼンする。審査員

は、その課題の発注元や専門家が参加してくれる。この場

面で、講義で聞いたマーケッティングや戦略理論やナレッ

ジマネジメントが存分に生かされることになる。

各学期において、この種の発注が２～３本出される。２

年から３年生の２年間だけでも一冊の本になるぐらいの量

の知的生産が行われる。小さな印刷会社を、新たな企画創

造会社に変身させた矢部君、ファッションカリスマの長岡

君、トイザらスの役員の目をくぎ付けにした平岡さんたち

は、こうやって「知的生産の技術」を身につけた。

この秋の課題は、「世界初、ファッション都市観光の企

画提案」である。今年の望月ゼミの年間テーマは＜観光産

業＞であるが、昨年のテーマ＜ファッション産業＞を融合

して創りあげたものである。ゼミの発注課題は常にドラマ

仕立てになっている。「多摩大学を卒業した如月夏彦は大

手旅行会社の役員会で新たな企画提案に恵まれる。そこで

彼が発想したのが世界的に注目される日本のストリート

ファッションを、インバウンドの大きな苗床にしようとす

るものだ。すなわち＜ファッション都市の観光＞というア

イディアであったが、

役員会を驚嘆させたこの企画を現役の多摩大生にお手伝

いしてもらおう」ということになる。そこで現在、望月ゼ

ミの２，３年生５企業がこの課題に取り組んでいる。プレ

ゼン日は１２月５日。旅行会社とファッション会社から審

査員２名を予定している。審査は企画構想力からプレゼン

力まで７つの指標で審査され、その結果は全て公表される。

学生企業のメンバーは、自分たちの強みや弱点がつぶさに

分かり、次回に向けてのプレゼンの大きな糧となる。（資

料４）

現実の問題に即した思考・企画構想・発表のシミュレー

ションを、ドラマとして体験することで創造能力を身に着
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け、社会の課題解決センスを身体化するゼミナールの高度

化、これが要諦４である。

提案５現代の「松下村塾」は可能か（哲学する先
生と学生たち）
現代社会の実情は、幕末動乱期に酷似しているとよく言

われている。その動乱期を潜り抜けるエネルギーの源泉と

なったものが、藩校、あるいは私塾の力であった。例えば

津和野藩校の養老館。哲学という概念を創った西周から森

鴎外まで、この小さな藩校が生み出した。しかし、やはり

大切なのは私塾であった。松下村塾、適塾、咸宜園など、

明治という世界史上類まれなる作品（司馬遼太郎の言葉）

を創作した重鎮のほとんどがこれら私塾で学んだ人間であ

る。

多摩大学のこれからのメインコピーは『現代の志塾』で

ある。明治時代の私塾が、高い志を資本（ミッションキャ

ピタル）として国の創造に当たったことから、このコンセ

プトテーマが選ばれたのであろう。

多摩大学ははたして、現代の松下村塾や適塾になれるの

であろうか。その大きな礎の一つは、アダム・スミスがそ

の始まりを『道徳感情論』から起こしたように、経済学の

原点である社会正義にしっかりとしたスタンスを置かなけ

ればならない。

“ 哲学する学生 ” たちが、キャンバスの中で多くみられ

るような風景を私たちはイメージすることが重要であろう。

しかし残念ながら、今は大切な時間に居眠りする学生たち

で溢れている。（資料５）

私たちは＜いかに儲けるか＞の前に、＜いかに生きるか

＞＜いかに社会に役立つか＞の議論を、先行させなければ

ならない。リベレルアーツの必要性を、現代の志塾を目指

す多摩大学では、どの大学にも先駆けて現実化することが、

要諦の５となるものである。

提案６どんな大学を目指すべきか
世界不況を眼前した日本社会は、たくさんの超克すべき

経済や社会課題を抱えている。それらに敢然と立ち向かい、

果敢に問題解決を提示する若き塾生たちを輩出ることが当

然の目標となろう。と同時に、かつてガルブレイスが日本

に対して提案したように、一定程度の産業社会や経済立国

をキャッチアップした国家として、より高い文化や幸せな

生活立国のモデルデザインを提示する時代に来ているので

はないか。そして、その文化や暮らしぶりの創造が、実は

この混迷する経済システムのルネッサンスのヒントにもな

るのではないか。近年、注目されている北欧型社会が、高

い教育資本を軸に豊かな生活を実現しつつあることに、私

たちも学ぶ必要がある。

いかに豊かな未来を創造するか。その日本的創造性を学

び、理論化し、実践を推し進める大学こそ、いま日本で（世

界においても）求められる大学の姿である。

そこで、多摩大学は、「未来創造大学」（星野克美教授と

の共同提案）というコンセプトネームこそが、今後の社会

での果たしていく役割を明確にするものと思われる。

提案７どんな学生を、社会に送り出すべきか
社会に送り出した学生によってのみ、大学の理念と品質、

そして存在する意味を評価される。高い志という心力と、

深き社会的教養に裏打ちされた開明的知力を持ち、強靭な

実践力を内包した体力を持つ学生を私たちは社会に送り出

さなければならない。

かれらは未だ社会の卵であったとしても、①クリエー

ティブアントレプレナー（創造企業家）と呼ばれるかもし

れないし、②イディアプランナー（構想計画家）であるか

もしれないし、③ソーシャルエディター（社会編集家）で

あるかもしれない。これらの多摩大卒業生を指す言葉は時

代によって変化していくであろうが、彼らが未来の社会に

とって必要不可欠であり、また未来のマネジャーとして、

ある種の予知的な能力を評価される人材となるのは間違い

のないところだ。

大学という存在は、その基本的形態や組織を変えずに、

永らえてきた世の中での珍しい存在である。それがよしん

ばシーラカンスと呼ばれてもおかしくないくらいに、陳腐

化していることは、近い将来に我々は知らされるであろう。

それを予感し、いままさに＜ＣＨＡＮＧＥ＞することを仕

掛けなければならない。大学が変わることは、自分自身も

変化に挑戦することであることを、深く自覚する時でもあ

ろう。
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戦略１　「志塾大学院」の創出
＊小さいけれども、個性的（野田語録）

＊「志本主義型起業家」が明日を創る

＊塾型大学院のデザイン（インパナトーレ・コンバータと自在専門特化型人材の育成）

＊各先生方が「松下村塾」「適塾」「咸宜園」等を目指す

戦略２　「多摩大大学院ソーシャルネットワーク」のさらなる確立、浸透
＊「多摩大 IR ネットワーク（投志家組織形成）」の創出

＊ TGS 同窓会の強力なパワーの活用

＊実業界との直結、実需との直結

戦略３　「テーマ企業、テーマ地域との研究開発パートナーシップ」の確立
＊テーマや問題を抱えた企業、産業分野、あるいは地域社会の問題解決へのパートナーシップづくり

＊具体的には、私自身豊島区池袋、世田谷区、日野市、三重県などで展開

＊その企業・地域の人間が、逆に多摩大学の大学院に入ってもらう

＊例えば、「岐阜経済大学」では、大垣商工会議所のメンバーが大学院に入学

戦略４　「既存学ではなく未知学」への挑戦
＊例えば、島津斉彬の「集成館事業」のビジネスモデル研究

＊例えば、波多野鶴吉の「グンゼ（郡是）」の事業モデル分析

＊それらは既存の経済学ではなく、クリエーティブ資本主義や文化経済学で探求されている

＊それら未知領域に挑戦する風土を持つべきではないか

戦略５　「次世代ビジネスの実践寄付講座」の獲得
＊観光立国に対応しているか

＊地域再生・まちづくりに対応しているか（都市工出身の先生が多数いるのに）

＊社会企業家育成に対応しているか

＊地域ビジネス・コミュニティビジネスに対応しているか

＊スピーチライターのような特殊才能育成へのチャレンジ（宣伝会議社主）

多摩大大学院販促戦略「創造起業家は生まれるか」
ネクストソサエティのクリエーティブクラスづくり
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戦略１　「現代の志塾」の徹底
＊小さいけれども、個性的（野田語録）

＊小さいけれども、志は宇宙を貫く

＊塾型大学のデザイン（インパナトーレ・コンバータと自在専門特化型人材の育成）

＊各ゼミが「松下村塾」「適塾」「咸宜園」等を目指す

戦略２　「多摩大ソーシャルネットワーク」のさらなる確立、浸透
＊「多摩大 IR ネットワーク（投志家組織形成）」の創出

＊父兄・OBの会の補強と充実

＊実業界との直結、実需との直結

戦略３　「多摩市・多摩地域とのパートナーシップ」・・・地元を大切にする
＊スタンフォード大学のような地域貢献大学

＊多摩大学とは名ばかりで、地域との連携は皆無

＊地元多摩市、日野市、稲城市（多摩ゾーン）などの提携、連携が大切

＊すでに早稲田大学、法政大学等が地域連携を開始

戦略４　「多摩大学と専門学校との提携・連携」
＊ゼミ生の中には、卒業後ファッションや福祉関係の専門学校に行く生徒が増えている

＊観光、ファッション、アニメ、映像、IT 等の専門学校との提携

＊すなわち、多摩大学に在籍しながら専門スキル等を学べる体制づくり

戦略５　「次世代ビジネスの実践寄付講座」の獲得
＊観光立国に対応しているか

＊地域再生・まちづくりに対応しているか（都市工出身の先生が多数いるのに）

＊社会企業家育成に対応しているか

＊地域ビジネス・コミュニティビジネスに対応しているか

＊スピーチライターのような特殊才能育成へのチャレンジ（宣伝会議社主）

多摩大学部販促戦略「人間創造大学をめざして」
ネクストソサエティのクリエーティブクラスづくり
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